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【
う
ら
へ
続
く
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
。

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
マ
イ
ナ

返
納
運
動
が
広
が
っ
て
い

る
」「
河
野
大
臣
が
返
納
は

『
そ
の
程
度
の
数
。ご
く
少

数
』
と
言
っ
た
が
、
ひ
ど

い
開
き
直
り
だ
」「
日
本
医

師
会
が
今
の
保
険
証
や
資

　

米
軍
横
田
基
地
周
辺
な

ど
東
京
都
多
摩
地
域
の
地

下
水
や
水
道
水
か
ら
、
発

が
ん
性
や
免
疫
抑
制
な
ど

健
康
影
響
が
指
摘
さ
れ
る

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
が
検
出
、
住
民

か
ら
「
命
に
関
わ
る
問
題

だ
。
都
や
政
府
は
米
軍
に

詳
細
な
説
明
を
求
め
る
べ

き
だ
」
な
ど
の
声
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産

共
産
党
と
住
民
ら
が
各
省
か
ら
聞
き
取
り

防
衛
省 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
漏
出
認
め
る

　
横
田
基
地
10
～
12
年
に
３
件

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

党
と
住
民
た
ち
は
６
月
29

日
防
衛
、
外
務
、
環
境
の

地
で
２
０
１
０
～
12
年
に

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
漏
出
が
３
件

あ
っ
た
事
実
を
公
式
に
認

め
ま
し
た
。

　

宮
本
徹
衆
院
議
員
は

「
米
側
は
泡
消
火
剤
の
使

用
と
漏
出
の
全
貌
を
明
ら

か
に
し
て
、
国
が
責
任
を

持
っ
て
地
下
水
へ
の
影
響

調
査
を
す
べ
き
で
す
。
汚

染
源
の
確
認
と
対
策
の
た

め
に
、
横
田
基
地
へ
の
立

ち
入
り
検
査
が
必
要
で

す
」
と
指
摘
、
日
本
共
産

党
東
京
都
議
団
は
７
日
、

横
田
基
地
へ
の
立
ち
入
り

調
査
を
米
軍
に
求
め
る
よ

う
に
小
池
都
知
事
に
申
し

入
れ
ま
し
た
。

各
省
か
ら
聞
き
取
り
。
防

衛
省
の
担
当
者
は
、
同
基

学術会議法改悪に反対
オンライン署名５万人超

    多くの研究者が危機感

　

日
本
学
術
会
議
法
「
改

悪
」
に
反
対
す
る
大
学
教

授
ら
学
者
の
有
志
が
３
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
と
約

５
０
０
人
分
の
賛
同
コ
メ

ン
ト
を
内
閣
府
へ
提
出
し

ま
し
た
。
政
府
は
先
の
通

常
国
会
で
法
案
提
出
を
見

送
り
ま
し
た
が
、
有
志
は
、

政
府
が
制
度
改
悪
を
断
念

し
て
い
な
い
と
し
て
４
月

20
日
に
署
名
を
開
始
。
研

究
者
を
中
心
に
約
２
カ
月

で
５
万
２
３
９
３
人
の
賛

同
を
得
ま
し
た
。

　

署
名
は
、
学
術
会
議
の

独
立
性
を
保
つ
に
必
要
な

会
員
選
考
の
自
律
性
が
侵

害
さ
れ
る
懸
念
を
表
明
。

学
問
的
立
場
か
ら
社
会
や

政
府
に
助
言
す
る
学
術
会

議
の
重
要
性
を
指
摘
し
、

同
会
議
が
「
独
立
性
を

保
っ
た
ま
ま
税
金
に
よ
っ

て
運
営
」
さ
れ
る
意
義
を

強
調
し
て
い
ま
す
。

格
確
認
書
の
有
効
期
間
の

延
長
を
求
め
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
規
感
染
者
が
前
週
比

１
・
18
倍
。
46
都
道
府
県

で
感
染
者
が
拡
大
。「
日
本

医
師
会
が
第
９
波
に
入
っ

た
と
表
明
。
お
盆
、
夏
季

休
暇
な
ど
人
と
の
接
触
が

増
え
る
時
期
、
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
る
」「
身
近
で

感
染
者
が
出
て
い
る
。
高

齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る

人
は
要
注
意
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
定
期
大
会

近
づ
く
。
大
会
議
案
の
な

か
で
春
闘
の
妥
結
結
果
に

つ
い
て
「
原
要
求
と
の
乖

離
が
大
き
い
」「
期
待
に
応

え
ら
れ
な
か
っ
た
」「
厳
し

く
受
け
止
め
る
」
と
の
認

識
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
実

際
、
収
入
が
物
価
上
昇
に

追
い
つ
か
な
い
」「
も
う
一

回
賃
上
げ
を
や
っ
て
ほ
し

い
気
持
ち
」「
非
正
規
は

も
っ
と
大
変
だ
。
最
低
賃

金
の
大
幅
ア
ッ
プ
が
必
要

だ
」「
５
月
の
実
質
賃
金
は

前
年
比
１
・
２
％
減
で
、14

カ
月
連
続
減
少
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ガ
ソ
リ
ン
代
が
上
昇
。

「
７
月
３
日
、経
産
省
が
レ

ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
１

リ
ッ
ト
ル
の
全
国
平
均
価

格
を
１
７
２
円
50
銭
と
発

表
。
先
週
よ
り
１
円
50
銭

高
く
、
７
週
連
続
で
値
上



2023 年 7 月 10 日（月）	 　　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　  　　　　　　　　　　No.2639（２）

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

文
豪
ナ
ビ  

夏
目
漱
石

 　

 

新
潮
文
庫
編

　
　　

　
本
体
　
４
９
０
円

　
「
Ｇ
７
広
鳥
サ
ミ
ッ
ト

を
考
え
る
ヒ
ロ
シ
マ
市
民

の
会
」
は
６
月
29
日
、
広

島
市
主
催
の
８
月
６
日
の

平
和
記
念
式
典
で
松
井
一

実
市
長
が
行
う
「
平
和
宣

言
」
の
中
に
「
核
抑
止
力
」

論
を
明
確
に
否
定
す
る
趣

旨
の
文
言
を
入
れ
る
こ
と

な
ど
を
求
め
る
松
井
市
長

に
あ
て
た
要
請
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

平
和
記
念
式
典
「
平
和
宣
言
」
に

核
抑
止
否
定
の
文
言
を

　
ヒ
ロ
シ
マ
市
民
の
会
が
要
請

　

南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
6

月
14
日
、
公
立
大
学
の
学

費
無
償
化
を
決
め
ま
し
た
。

　

法
案
は
所
得
制
限
が
あ

り
な
が
ら
も
、
国
の
責
任

で
無
償
化
を
初
め
て
全
国

化
す
る
も
の
で
、
授
業
料

無
償
化
だ
け
で
な
く
、
生

活
費
や
交
通
費
の
支
給
も

導
入
し
ま
し
た
。

　

公
立
大
学
の
無
償
化
は
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
が
公
立
大
学
費
無
償
化

　
　
低
所
得
学
生
に
は

　
　
生
活
・
交
通
費
支
給

　

要
請
書
は
、
５
月
の
Ｇ

７
で
「
核
兵
器
廃
絶
を
究

極
の
目
標
と
し
て
永
遠
の

彼
方
に
追
い
や
り
、
核
兵

器
は
侵
略
を
抑
止
し
、
戦

　
「
超
早
わ
か
り
！
漱
石

作
品
ナ
ビ
」
な
ど
は
邪
道

に
み
え
る
が
、
作
家
や
文

学
者
の
一
文
が
面
白
い
。

　

三
浦
し
お
ん
は
、「
こ
こ

ろ
」
の
「
私
」
が
由
比
ヶ

浜
で
「
先
生
」
に
近
づ
く
、

こ
れ
っ
て
男
→
男
の
ナ
ン

パ
じ
ゃ
な
い
と
、
率
直
で

あ
る
。

　

斉
藤
学
は
．
漱
石
の
小

説
は
「
腹
の
中
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
読
む
と
分
か
っ

て
く
る
も
の
が
多
い
、
と

貴
重
な
ヒ
ン
ト
。
鴎
外
は

何
人
も
の
女
性
と
交
際
で

き
た
が
、
漱
石
は
ク
ソ
ま

じ
め
す
ぎ
、
対
照
的
な
2

人
が
文
豪
の
双
璧
、
な
ど

多
く
の
視
点
に
興
味
深
く

読
ん
だ
。　
（
Ｎ
）

新
型
コ
ロ
ナ
「
第
９
派
」

 

科
学
の
軽
視
は
　

　
命
の
軽
視
　

　

感
染
症
の
専
門
家
の
間

で
は
「
第
９
派
に
入
っ

た
」、し
か
し
政
府
は
こ
れ

を
否
定
す
る
。

　

５
類
移
行
し
、
全
数
報

告
が
な
く
な
っ
た
。
西
浦

浩
京
大
教
授
は
「
デ
ー
タ

が
乏
し
く
、
感
染
拡
大
が

と
ど
ま
る
見
通
し
が
立
た

な
い
」
と
述
べ
る
。（「
毎

日
」
８
日
付
）

　

そ
れ
で
も
専
門
家
た
ち

は
定
点
報
告
デ
ー
タ
や
各

地
の
医
師
会
の
独
自
調
査

を
も
と
に
実
態
把
握
・
分

析
の
努
力
を
続
け
、
早
急

な
対
策
の
必
要
性
を
訴
え

て
い
る
。
科
学
的
知
見
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
あ
さ
イ
チ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
リ
ア
ル

　

戦
争
が
続
く
中
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
は
い
ま
、

何
を
思
い
暮
ら
し
、
ど
ん

な
時
に
幸
せ
を
感
じ
る
の

か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、ノ
ヴ
ィ
ツ
カ
・

カ
テ
リ
ー
ナ
が
そ
の
リ
ア

ル
な
声
を
届
け
る
放
送
で

視
聴
者
の
声
を
募
集
。
私

は
、
４
月
に
彼
女
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
BS
特
別
番
組
を
見
て
そ

れ
を
絵
に
し
て
い
た
の
で
、

侵
略
を
止
め
さ
せ
戦
争
が

終
る
よ
う
に
活
動
も
し
て

い
る
こ
と
を
、
あ
さ
イ
チ

に
送
っ
た
。
TV
で
紹
介
さ

れ
な
い
け
ど
気
持
ち
が
伝

わ
る
こ
と
を
願
っ
て
。　

　
　
　
（
Ｗ
）

２
０
２
２
年
に
就
任
し
た

ペ
ト
ロ
大
統
領
の
重
要
な

公
約
で
、
19
年
以
降
た
び

た
び
行
わ
れ
た
学
生
の
反

政
府
デ
モ
の
主
要
な
要
求

で
し
た
。
マ
リ
ア
・
ホ
セ
・

ピ
サ
ロ
上
院
議
員
は
、「
無

償
で
質
の
高
い
公
教
育
が

現
実
に
な
る
」「
学
生
運
動

の
歴
史
的
勝
利
だ
」
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

げ
だ
」「
政
府
か
ら
の
補
助

金
削
減
幅
が
20
％
か
ら

30
％
に
増
え
た
こ
と
が
原

因
の
よ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
猛
暑
。

「
７
日
、新
潟
市
で
今
年
最

高
の
37
・
０
℃
を
記
録
。猛

暑
日
地
点
は
今
年
最
多
の

62
地
点
だ
っ
た
」「
体
温
を

上
回
る
危
険
な
暑
さ
だ
。

東
京
都
内
で
も
今
年
初
の

猛
暑
日
を
練
馬
区
と
八
王

子
市
で
観
測
。
熱
中
症
に

気
を
つ
け
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
暑
い
日
が
続
く
。ム
ク

ゲ
が
咲
い
て
い
る
。
一
日

花
だ
か
ら
翌
朝
は
萎
む
。

韓
国
の
国
花
だ
」

大
事
に
し
な
い
こ
と
は
命

の
軽
視
に
直
結
し
て
い
る

の
だ
。　
　
　
（
Ｅ
）

争
と
威
圧
を
防
止
す
る
と

核
抑
止
力
諭
を
公
然
と
宜

言
」し
て
い
る
と
批
判
。核

抑
止
力
論
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
は
核
兵
器
を
使
用

す
る
と
い
う
「
脅
迫
」
だ

と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
核
兵
器
そ
の

も
の
が
非
人
道
的
兵
器
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
批

判
や
告
発
は
一
言
も
な
く
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
は
全

く
触
れ
ず
、
ま
る
で
存
在

し
な
い
か
の
よ
う
な
扱

い
」
だ
と
指
摘
し
、
日
本

政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め

る
文
言
を
入
れ
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

女性もハンターだった

男は狩り、女は採集…は｢神話｣

　

先
史
時
代
、
狩
猟
採
集

を
し
て
い
る
人
々
の
集
団

で
は
、
男
性
が
動
物
の
狩

り
を
し
、
女
性
が
植
物
の

採
集
を
し
て
い
る
と
み
ら

れ
が
ち
で
す
。

　

米
シ
ア
ト
ル
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
大
学
の
研
究

チ
ー
ム
は
、
過
去
１
０
０

年
間
に
報
告
さ
れ
た
、
世

界
各
地
の
狩
猟
採
集
者
の

63
集
団
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
解
析
。
そ
の
結
果
、
50

集
団
で
女
性
が
狩
り
を
し

て
い
た
と
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。

　

女
性
は
小
型
や
中
型
の

動
物
の
狩
り
を
し
て
い
る

集
団
が
多
か
っ
た
も
の
の
、

15
集
団
で
は
大
型
の
動
物

の
狩
り
を
し
て
い
ま
し

た
。。


